
 

 

 労基法上，年次有給休暇の消滅時効は２年であり，年度内に消化されなかったも

のは翌年度に繰り越されますので，就業規則に当該年度内に消化しないと消滅する

と規定することはできません。  
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Ｑ555．就業規則に年次有給休暇を当該年度内に消化しないと消滅する

という規定を定めることはできますか。 


